
長谷川 友美

星座の物語

【かんむり座（北のかんむり座）】

地中海にあるクレタ島の王子ミノスは王になる時、自分が王にふさわしいこ

とを人々に証明しようと考えました。そこで海の神ポセイドンに祈りを捧げ、

後に神々に捧げることを条件に、一頭の牡牛を送ってもらいました。神が自分

の願いを聞いてくれることを示すためです。ポセイドンから送られてきた牡牛

は、目を見張るような立派なもの。それを見たミノスは神に返すことが急に惜

しくなり、牡牛をどこかに隠し、島にいた別の牡牛を返します。神々が気付か

ないはずがありません。神の怒りに触れ、ミノスの妻はこの牡牛との子供、怪

物ミノタウルスを産むことになるのです。困ったミノスは迷宮を作ってミノタ

ウルスを閉じ込め、諍いを起こしていたアテネの国から少年少女を送らせると

ミノタウルスに食べさせるようになりました。少年たちを救うため、アテネの

王子テーセウスがミノスを退治し、自分を助けたミノスの娘アリアドネと結婚

します。ところが夢のお告げで妻が自分を滅ぼすことを知り、妻を置いて島を

離れてしまいました。

アリアドネが嘆いていると、近くをディオニッソス（バッカス）が通りかか

り、優しく話を聞いてくれました。そして悲しみに暮れる彼女を自分の妻に迎

え、結婚の記念として七つの宝石で飾られた冠を贈ります。やがてアリアドネ

が亡くなると、冠を夜空に上げました。

【誠文堂新光社　「星座と物語の見つけ方　星座がもっとみたくなる」より】

春の終わりごろ、南の空高く見えます。うしかい座とヘルクレス座の間、半円

状の星の並びです。「かんむり」と名の付く星座は二つあります。「みなみのか

んむり座」は空低く、さそり座のしっぽくらいの高さに見えます。こちらは草

を編んだようなリース、北のかんむりは宝石で縁取られたティアラとして描か

れます。
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改めまして、あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

12月のラブジョイ彗星観望時に初めて認識した「かんむり座」について書いてみました。

ミノスの不始末を妻が負うことと、アリアドネに対するテーセウスの仕打ちが腑に落ちません！



私事ですが、昨年１０月からブライダル司会者の養成所へ通っております。

まだ仕事をする段階には達していませんが、スケジュール的に今後は土日が埋まることが多くなり星なか

まイベントに顔を出す回数が減るかもしれません・・・・。

１１月の四国遠征、めっちゃ行きたい！行きたいんですが、２２~２４日って仕事（本業の方）で土日出

勤する確率が１００％近いので行けないです！！！！！月は敵に回りますが１１／１~３になったらめっ

ちゃ嬉しいです。


